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令 和 ５ 年 ７ 月 １ ９ 日 
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山梨県教育委員会 

  



 

１ 議      案 

    第 １２ 号  山梨県教育庁行政文書管理規程の一部を改正する訓令 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 報 告 事 項 

（ ６ ） 令和６年度採用山梨県立学校実習助手・寄宿舎指導員選考検査について 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他報告  

 （ ５ ） 令和５年度第１回いじめ実態調査報告等について 

 

 

 

 



議案第 １２ 号  

 

山梨県教育庁行政文書管理規程の一部を改正する訓令  

 

 

提案理由  

 

 総合的行政文書管理システムにおける起案等の電子化を促進するため、所要の

改正を行う必要がある。これが、この議案を提出する理由である。  
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訓令の概要 

 

          教育庁総務課 

題  名 山梨県教育庁行政文書管理規程の一部を改正する訓令 

趣  旨 
 総合的行政文書管理システムにおける起案等の電子化を促進する

ため、所要の改正を行う必要がある。 

内  容 

１ 訓令改正の背景等 

○ 電子決裁の促進や文書管理の効率化を目的とした新たな総合的

行政文書管理システム（以下「新文書管理システム」という。）

が令和５年７月１８日から稼働。 

○ 新文書管理システムにおいて電子決裁を一層促進させるため、

電子決裁によらないことができる起案及び供覧（以下「起案等」

という。）の範囲を明確にする必要がある。 

〇 このため、訓令において所要の改正を行う。 

２ 訓令改正の内容 

（１）文書管理システムで起案等をする場合、添付文書等が文書又

は図画である時は、スキャナにより読み取る方法等により電子

的記録を作成し、添付しなければならない旨を明記。 

（２）併用決裁ができる場合を、添付文書が次のいずれかに該当す

る場合とする。 

① 文書又は図画であって、電磁的記録により取得できず、か

つ、当該文書又は図面を電磁的記録にするため多大な作業を

要するものとして総務課長が別に定める場合 

② 支出負担行為伺い、支出命令書、物品要求書若しくは物品

修繕要求書又はこれらに添付する書類であって、円滑な事務

処理のため紙文書のまま回議することが合理的であるとして

総務課長が別に定める場合に該当する場合 

③ 特定個人情報その他秘匿性が高いものとしてインターネッ

ト及びインターネットに接続されている機器には接続できな

い環境で取り扱うことが義務付けられている情報を含む場合 

（３）紙決裁ができる場合を次に掲げる場合とする。 

① 決裁権限を有する者等が文書管理システムを使用できる環

境にない場合 

② システム障害等により文書管理システムが利用できず、か

つ、直ちに意思決定が必要な場合 

（４）その他所要の改正を行う。 

施行期日  公布の日から施行する。 

留 意 点  なし 

参考事項  なし 
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山

梨

県

教
育

委
員

会

訓
令

甲

第 

号 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

庁

中

一
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教

育

事

務

所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県 

立 

図 

書 

館 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県

総

合

教

育

セ

ン

タ

ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県

立

学

校 
 

 

 

山

梨

県
教

育
庁

行

政
文

書

管
理

規
程

の

一

部
を

改
正

す

る

訓
令
を

次

の

よ

う
に

定

め

る

。 

 
 

令

和

五

年 

月 
 

 

日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山

梨

県
教

育

委
員

会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教

育

長 

 
 

 

山

梨

県
教

育

庁

行

政
文
書

管

理

規
程

の
一

部

を

改
正

す
る

訓

令 

 

山

梨

県
教

育
庁

行

政
文

書

管
理

規
程

（

平

成
十

八
年

山

梨

県
教
育

委

員

会

訓
令

甲

第

二

号

）
の

一
部

を

次

の

よ
う

に
改

正

す
る

。 
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第

十

五
条

第
四

項

中
「

主

任
者

」
を

「

者

（
以

下
「

主

任

者
」
と

い

う

。
）
」

に

改

め

る

。 

 
第

十

七
条

第
一

項

中
「

と

き
は

、
」

の

下

に
「

法
令

に

特

別
の
定

め

が

あ

る
場

合

を

除

き

、
文

書
管

理

シ

ス

テ
ム

に
よ

り

、
当

該

意
思

決
定

の

た

め
の

審
査

に

必

要
な
文

書

等

（

以
下

こ

の

条

及

び
第

二
十

条

第

九

項
に

お
い

て

「
添

付

文
書

」
と

い

う

。
）

を
添

付

し

て
」
を

加

え

、

同
条

第

二

項

及

び
第

三
項

を

次

の

よ
う

に
改

め

る
。 

２ 

前

項

の

規
定

に

よ

る

起
案
を

す

る

場
合

に
お

い

て

、
添

付
文

書

が
文

書

又
は

図
画

で

あ

る
と

き

は

、

当

該
添

付

文
書

を
ス

キ

ャ

ナ
に
よ

り

読

み

取
る
方

法

そ

の

他
こ

れ

に

類

す

る
方

法

に

よ

り
電

磁
的

記

録

を
作

成

し
、

こ
れ

を

添

付
し
な

け

れ

ば

な
ら
な

い

。 

３ 

前

項

の

規
定

に

か

か

わ
ら
ず

、

添

付
文

書
が

次

の

い
ず

れ
か

に

該
当

す

る
場

合
に

は

、

当
該

添

付

文

書

は
、

文

書
管

理
シ

ス

テ

ム
に
よ

り

作

成

し
出
力

し

た

添

付
文

書

管

理

票

（
第

三

号

様

式
）

に
添

付

す

る
も

の

と
す

る
。 

一 

文

書

又
は
図

画

で

あ
っ

て
、

電

磁
的

記

録
に

よ

り
取

得

す
る

こ
と

が

で

き
ず
、

か

つ

、

当
該

文

書

又

は

図
画

を
ス

キ

ャ
ナ

に

よ
り

読
み

取

る

方
法

そ
の

他

こ

れ
に
類

す

る

方

法
に

よ

る

電

磁

的
記



 

5 

録

の

作

成
の

た
め

に

多
大

な

作
業

を
要

す

る

も
の

と
し

て

総

務
課
長

が

別

に

定
め

る

場

合

に

該
当

す

る

場

合 
二 
山

梨

県
財
務

規

則

（
昭

和
三

十

九
年

山

梨
県

規

則
第

十

一
号

）
第

二

十

二
条
第

一

項

の

規
定

に

よ

る

支

出
負

担
行

為

伺
い

、

同
規

則
第

六

十

三
条

第
一

項

の

規
定
に

よ

る

支

出
命

令

書

、

同

規
則

第

百

四

十
六

条
第

一

項
の

規

定
に

よ
る

物

品

要
求

書
若

し

く

は
同
規

則

第

百

五
十

八

条

第

一

項
の

規

定

に

よ
る

物
品

修

繕
要

求

書
で

あ
る

場

合

又
は

こ
れ

ら

の

文
書
に

添

付

す

る
文

書

で

あ

る

場
合

で

あ

っ

て
、

円
滑

な

事
務

処

理
の

た
め

紙

文

書
の

ま
ま

回

議

す
る
こ

と

が

合

理
的

で

あ

る

と

し
て

総

務

課

長
が

別
に

定

め
る

場

合
に

該
当

す

る

場
合 

三 

特

定

個
人
情

報

（

行
政

手
続

に

お
け

る

特
定

の

個
人

を

識
別

す
る

た

め

の
番
号

の

利

用

等
に

関

す

る

法

律
（

平
成

二

十
五

年

法
律

第
二

十

七

号
）

第
二

条

第

八
項
の

特

定

個

人
情

報

を

い

う

。
第

二

十

五

条
第

三
項

第

二
号

に

お
い

て
同

じ

。
）
、

租
税

の

賦

課
又
は

徴

収

に

関
す

る

情

報

そ

の
他

秘

匿

性

が
高

い
も

の

と
し

て

イ
ン

タ
ー

ネ

ッ

ト
及

び
イ

ン

タ

ー
ネ
ッ

ト

に

接

続
さ

れ

て

い

る

機
器

に

は

接

続
で

き
な

い

環
境

で

取
り

扱
う

こ

と

が
義

務
付

け

ら

れ
て
い

る

情

報

を
含

む

場

合 
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第

十

七
条

第
四

項

中
「

第

二
項

の
」

を

「

第
一

項
の

」

に

改
め
、

同

項

第

一
号

中

「

文

書

管
理

者
が

事

務

処

理
の

効
率

化

等
の

観

点
か

ら
合

理

的

で
あ

る
と

認

め

」
を
「

審

査

を

行
う

者

若

し

く

は
決

裁
権

限

を

有

す
る

者
が

文

書
管

理

シ
ス

テ
ム

を

使

用
で

き
る

環

境

に
な
い

場

合

又

は
シ

ス

テ

ム

障

害
、

災
害

等

に

よ

り
文

書
管

理

シ
ス

テ

ム
が

利
用

で

き

ず
」

に
、

「

起

案
し
よ

う

と

す

る
行

政

文

書

が

紙
文

書
で

あ

る

場

合
」

を
「

直

ち
に

意

思
決

定
が

必

要

な
場

合
」

に

改

め
、
同

項

第

四

号
中

「

第

二

項

」
を

「
第

一

項

」

に
改

め
る

。 

 

第

十

八
条

中
「

起

案
文

書

」
を

「
起

案

し

た
行

政
文

書

（

以
下
「

起

案

文

書
」

と

い

う

。
）
」

に
改

め

る

。 

 

第

二

十
条

第
一

項

中
「

起

案
し

た
行

政

文

書
（

以
下

「

起

案
文
書

」

と

い

う

。
）
」

を

「

起
案

文
書

」

に

改

め
、

同
条

第

二
項

但

書
中

「
（

昭

和

三
十

九
年

山

梨

県
規
則

第

十

一

号

）
」

を

削

り

、
同

条
第

八

項

中

「
第

十
七

条

第
二

項

」
を

「
第

十

七

条
第

一
項

」

に

改
め
、

同

項

た

だ
し

書

を

削

り

、
同

条
第

十

項

中

「
紙

文
書

で

あ
る

」

を
「

第
十

七

条

第
四

項
第

一

号

又
は
第

二

号

に

規
定

す

る

方

法

に
よ

り
作

成

さ

れ

た
」

に
改

め

る
。 
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第

二

十
五

条
第

一

項
中

「

作
成

し
」

の

下

に
「

、
法

令

に

特
別
の

定

め

が

あ
る

場

合

を

除

き
、

文
書

管

理

シ

ス
テ

ム
に

よ

り
、

供

覧
す

る
文

書

等

（
次

項
及

び

第

三
項
に

お

い

て

「
添

付

文

書

」

と
い

う

。

）

を

添

付
し

て
」

を

加
え

、

同
条

第
二

項

及

び
第

三
項

を

次

の
よ
う

に

改

め

る
。 

２ 

前

項

の

規
定

に

よ

る

供
覧
を

す

る

場
合

に
お

い

て

、
添

付
文

書

が
文

書

又
は

図
画

で

あ

る
と

き

は

、

当

該
添

付

文
書

を
ス

キ

ャ

ナ
に
よ

り

読

み

取
る
方

法

そ

の

他
こ

れ

に

類

す

る
方

法

に

よ

り
電

磁
的

記

録

を
作

成

し
、

こ
れ

を

添

付
し
な

け

れ

ば

な
ら
な

い

。 

３ 

前

項

の

規
定

に

か

か

わ
ら
ず

、

添

付
文

書
が

次

の

い
ず

れ
か

に

該
当

す

る
場

合
に

は

、

当
該

添

付

文

書

は
、

文

書
管

理
シ

ス

テ

ム
に
よ

り

作

成

し
出
力

し

た

供

覧
用

紙

（

第

十

号
様

式

）

に

添
付

す
る

も

の

と
す

る

。 

一 

文

書
又

は
図

画

で

あ
っ

て
、

電

磁
的

記

録
に

よ
り

取

得

す
る

こ
と

が

で

き
ず
、

か

つ

、

当
該

文

書

又

は
図

画

を
ス

キ

ャ
ナ

に

よ
り

読
み

取

る

方
法
そ

の

他

こ

れ
に
類

す

る

方

法
に

よ

る

電

磁

的
記

録

の

作
成

の

た
め

に

多
大

な

作
業

を
要

す

る

も
の
と

し

て

総

務
課
長

が

別

に

定
め

る

場

合

に

該
当

す

る

場
合 
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二 

特

定
個

人
情

報

、

租
税

の
賦

課

又
は

徴

収
に

関
す

る

情

報
そ

の
他

秘

匿

性
が
高

い

も

の

と
し

て

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

及

び
イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

に

接
続
さ

れ

て

い

る
機
器

に

は

接

続
で

き

な

い

環

境
で

取

り

扱
う

こ

と
が

義

務
付

け

ら
れ

て
い

る

情

報
を
含

む

場

合 

 

第

二

十
五

条
第

四

項
各

号

列
記

以
外

の

部

分
中

「
第

二

項

」
を
「

第

一

項

」
に

改

め

、

同

項
第

一
号

中

「

文

書
管

理
者

が

事
務

処

理
の

効
率

化

等

の
観

点
か

ら

合

理
的
で

あ

る

と

認
め

」

を

「

供

覧
を

受
け

る

者

が

文
書

管
理

シ

ス
テ

ム

を
使

用
で

き

る

環
境

に
な

い

場

合
又
は

シ

ス

テ

ム
障

害

、

災

害

等
に

よ
り

文

書

管

理
シ

ス
テ

ム

が
利

用

で
き

ず
」

に

、

「
供

覧
し

よ

う

と
す
る

行

政

文

書
が

紙

文

書

で

あ
る

場
合

」

を

「

直
ち

に
供

覧

す
る

必

要
が

あ
る

場

合

」
に

改
め

、

同

項
第
三

号

中

「

第
二

項

の

規

定

に
よ

る
」

を

「

第

一
項

に
規

定

す
る

」

に
改

め
、

同

条

第
五

項
を

削

り

、
同
条

第

六

項

中
「

紙

文

書

で

あ
る

」
を

「

前

項

第
一

号
に

規

定
す

る

方
法

に
よ

り

作

成
さ

れ
た

」

に

改
め
、

同

項

を

同
条

第

五

項

と

し
、

同
条

第

七

項

を
同

条
第

六

項
と

す

る
。 

 

第

十

三
号

様
式

及

び
第

十

四
号

様
式

を

次

の
よ

う
に

改

め

る
。 

 



 

9 

 



 

10 
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第

二

十
号

様
式

及

び
第

二

十
一

号
様

式

を

次
の

よ
う

に

改

め
る
。 

 

 



 

12 

 

   



 

13 

附 

則 

  
こ

の

訓
令

は
、

公

布
の

日

か
ら

施
行

す

る

。 
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山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
新
旧
対
照
表 

新 

旧 
（所
属
に
お
け
る
文
書
等
の
収
受
等
） 

第
十
五
条 
略 

２

・
３ 

略 

４ 

所
属
に
お
い
て
文
書
等

の
配
布

の
事
務
を
行
う
文
書
管
理
担
当
者
は

、
前
条
第
二
項
又
は
第

一
項

の
規
定
に
よ
り
受
領
し
た
文
書
等
を
直
ち

に
当
該
文
書

の
内
容
に
係
る
事
務
等
を
所
掌
す
る
者

（
以
下

「主
任
者

」
と
い
う
。
）
に
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の

文
書
等

の
う
ち
特
に
重
要
な
行
政
文
書
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
上

司
の
閲
覧
に
供
し
、
そ
の
処
理
方
針
等
に

つ
い
て
指
示
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

５
～
７ 

略 

 

（起
案
） 

第
十
七
条 

主
任
者
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
等
に
関
し
て
意
思
決
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き

、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
当
該
意
思
決
定

の
た
め
の
審
査
に
必

要
な
文
書
等

（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
条
第
九
項
に
お
い
て

「添
付

文
書
」
と
い
う
。
）
を
添
付
し
て
起
案
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（所
属
に
お
け
る
文
書
等
の
収
受
等
） 

第
十
五
条 

略 

２

・
３ 

略 

４ 

所
属
に
お
い
て
文
書
等
の
配
布
の
事
務
を
行
う
文
書
管
理
担
当
者
は

、
前
条
第
二
項
又
は
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
受
領
し
た
文
書
等
を
直
ち

に
当
該
文
書
の
内
容
に
係
る
事
務
等
を
所
掌
す
る
主
任
者

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
に
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

文
書
等
の
う
ち
特
に
重
要
な
行
政
文
書
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
上

司
の
閲
覧
に
供
し
、
そ
の
処
理
方
針
等
に

つ
い
て
指
示
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

５
～
７ 

略 

 

（起
案
） 

第
十
七
条 

主
任
者
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
等
に
関
し
て
意
思
決
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
起
案
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
起
案
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
添
付
文
書
が
文

書
又
は
図
画
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
添
付
文
書
を

ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読

み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
作
成

し
、
こ
れ
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
添
付
文
書
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
は
、
当
該
添
付
文
書
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
作

成
し
出
力
し
た
添
付
文
書
管
理
票

（第
三
号
様
式
）
に
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。 

一 

文
書
又
は
図
画
で
あ

っ
て
、
電
磁
的
記
録
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
か

つ
、
当
該
文
書
又
は
図
画
を

ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み

取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
る
電
磁
的
記
録

の
作
成

の
た
め
に
多
大
な
作
業
を
要
す
る
も
の
と
し
て
総
務
課
長
が
別
に
定

め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合 

二 

山
梨
県
財
務
規
則

（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十

一
号
）
第

二
十
二
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
支
出
負
担
行
為
伺

い
、
同
規
則
第

六
十
三
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
支
出
命
令
書
、
同
規
則
第
百
四
十

六
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
物
品
要
求
書
若
し
く
は
同
規
則
第
百
五

十
八
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
物
品
修
繕
要
求
書
で
あ
る
場
合
又
は

こ
れ
ら

の
文
書
に
添
付
す
る
文
書
で
あ
る
場
合
で
あ

っ
て
、
円
滑
な

事
務
処
理
の
た
め
紙
文
書

の
ま
ま
回
議
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る

２ 

起
案
は
、
法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
意
思
決
定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
起

案
し
た
旨
を
電
磁
的
に
表
示
し
、
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。 

３ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
紙
文
書
の
資
料
そ
の
他
起
案
に
必
要
な
書

面
等

（
以
下
こ
の
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
五
条
に
お
い
て

「添
付

文
書
」
と
い
う
。
）
を
添
付
し
て
起
案
を
行
う
場
合
に
は
、
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
か
ら
添
付
文
書
管
理
票

（第
三
号
様
式
）
を
出
力
し
、
こ
れ

に
添
付
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 
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と
し
て
総
務
課
長
が
別
に
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合 

三 
特
定
個
人
情
報

（行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
五
年
法
律
第
二

十
七
号
）
第
二
条
第
八
項

の
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。
第
二
十
五
条

第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
租
税

の
賦
課
又
は
徴
収
に
関

す
る
情
報
そ
の
他
秘
匿
性
が
高

い
も
の
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
及

び
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
機
器
に
は
接
続
で
き
な
い

環
境
で
取
り
扱
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
情
報
を
含
む
場
合 

４ 

第

一
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ

っ

て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

審
査
を
行
う
者
若
し
く
は
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
が
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
を
使
用
で
き
る
環
境
に
な

い
場
合
又
は
シ
ス
テ
ム
障
害
、
災

害
等
に
よ
り
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ず
、
か

つ
、
直
ち
に

意
思
決
定
が
必
要
な
場
合
□
□
□
□
□
□
□
□ 

起
案
用
紙

（第
四

号
様
式
）
、
公
報
原
稿
用
紙

（第
五
号
様
式
）
等

の
書
面
に
意
思
決

定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
起
案
者
が
こ
れ
に

署
名
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法 

二

・
三 

略 

四 

前
各
号
の
場
合
を
除
き
、
総
務
課
長
が
第

一
項
に
規
定
す
る
方
法

に
よ
り
起
案
が
行

い
難

い
と
認
め
る
場
合 

総
務
課
長
が
別
に
定
め

        

４ 

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ

っ

て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ

る
と
認
め
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
、
か

つ
、
起
案
し

よ
う
と
す
る
行
政
文
書
が
紙
文
書
で
あ
る
場
合 

起
案
用
紙

（第
四

号
様
式
）
、
公
報
原
稿
用
紙

（第
五
号
様
式
）
等
の
書
面
に
意
思
決

定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
起
案
者
が
こ
れ
に

署
名
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法 

二

・
三 

略 
四 
前
各
号
の
場
合
を
除
き
、
総
務
課
長
が
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法

に
よ
り
起
案
が
行
い
難
い
と
認
め
る
場
合 

総
務
課
長
が
別
に
定
め
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る
方
法 

 

（決
裁
区
分
） 

第
十
八
条 
起
案
し
た
行
政
文
書

（
以
下

「起
案
文
書
」
と
い
う
。
）
に

は
、
事
案
に
関
し
て
決
裁
権
限
を
有
す
る
者

の
職
を
決
裁
区
分
と
し
て

表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
事
案
に
関
し
て
決
裁
権
限
を

有
す
る
者

の
職
が
課
長
補
佐
及
び
次
長
等
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

 

（回
議
及
び
合
議
） 

第
二
十
条 

起
案
文
書

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
は

、
職
制
に
従

い
審
査
を
行
う
者
に
回
議
し
、
権
限
を
有
す
る
者

の
決
裁

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

起
案
文
書

の
内
容
が
他
の
所
属
が
所
掌
す
る
事
務
等
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
該
事
務
等
に
関
係
す
る
所
属
の
長

（
以
下

「関
係
課
長

」
と
い
う
。
）
に
合
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
山
梨
県
財

務
規
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
規
定
す
る
起
案
文

書

（会
計
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号)

の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
知
事
又
は
職
員
に
委
任
さ
れ
た
会
計
事
務
に
係
る
起
案
文
書
を
含

む
。
）

の
合
議
に

つ
い
て
は
、
山
梨
県
財
務
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

る
方
法 

 

（決
裁
区
分
） 

第
十
八
条 

起
案
文
書

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
に

は
、
事
案
に
関
し
て
決
裁
権
限
を
有
す
る
者

の
職
を
決
裁
区
分
と
し
て

表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
案
に
関
し
て
決
裁
権
限
を

有
す
る
者

の
職
が
課
長
補
佐
及
び
次
長
等
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

 

（回
議
及
び
合
議
） 

第
二
十
条 

起
案
し
た
行
政
文
書

（
以
下

「起
案
文
書
」
と
い
う
。
）
は

、
職
制
に
従
い
審
査
を
行
う
者
に
回
議
し
、
権
限
を
有
す
る
者

の
決
裁

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

起
案
文
書
の
内
容
が
他
の
所
属
が
所
掌
す
る
事
務
等
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
該
事
務
等
に
関
係
す
る
所
属
の
長(

以
下

「
関
係
課
長

」
と
い
う
。)

に
合
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
山
梨
県
財

務
規
則(

昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十

一
号)

に
規
定
す
る
起
案
文

書(
会
計
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号)

の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
知
事
又
は
職
員
に
委
任
さ
れ
た
会
計
事
務
に
係
る
起
案
文
書
を
含

む
。)

の
合
議
に

つ
い
て
は
、
山
梨
県
財
務
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
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よ
る
。 

３
～
７ 

略 

８ 

第
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
起
案
文
書

の
回
議
又
は
合
議
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・ 

９ 

略 

10 

第
十
七
条
第
四
項
第

一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
起
案
文
書
の
回
議
又
は
合
議
は
、
紙
文
書
を
順
次
審
査
を

行
う
者
及
び
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
に
回
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

11 

略 

 

（供
覧
） 

第
二
十
五
条 

主
任
者
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
等
の
実
績
等
に

つ
い
て

関
係
す
る
職
員
に
報
告
し
、
又
は
周
知
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政

文
書
を
作
成
し
、
法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
供
覧
す
る
文
書
等

（次
項
及
び
第
三
項
に
お
い

て

「添
付
文
書
」
と
い
う
。
）
を
添
付
し
て
、
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
職
員
に
当
該
行
政
文
書
を
供
覧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

よ
る
。 

３
～
７ 

略 

８ 

第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
起
案
文
書

の
回
議
又
は
合
議
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら

合
理
的
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行

う
こ
と
が
で
き
る
。 

９ 

略 

10 

紙
文
紙
で
あ
る
で
あ
る

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・ 

 

起
案
文
書
の
回
議
又
は
合
議
は
、
紙
文
書
を
順
次
審
査
を

行
う
者
及
び
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
に
回
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

11 

略 

 

（供
覧
） 

第
二
十
五
条 

主
任
者
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
等
の
実
績
等
に

つ
い
て

関
係
す
る
職
員
に
報
告
し
、
又
は
周
知
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政

文
書
を
作
成
し

・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
、
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
職
員
に
当
該
行
政
文
書
を
供
覧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
供
覧
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
添
付
文
書
が
文

書
又
は
図
画
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
添
付
文
書
を
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読

み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
作
成

し
、
こ
れ
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
添
付
文
書
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
は
、
当
該
添
付
文
書
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
作

成
し
出
力
し
た
供
覧
用
紙

（第
十
号
様
式
）
に
添
付
す
る
も
の
と
す
る

。 一 

文
書
又
は
図
画
で
あ

っ
て
、
電
磁
的
記
録
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
か

つ
、
当
該
文
書
又
は
図
画
を
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み

取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
る
電
磁
的
記
録
の
作
成

の
た
め
に
多
大
な
作
業
を
要
す
る
も
の
と
し
て
総
務
課
長
が
別
に
定

め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合 

二 

特
定
個
人
情
報
、
租
税
の
賦
課
又
は
徴
収
に
関
す
る
情
報
そ
の
他

秘
匿
性
が
高
い
も
の
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
機
器
に
は
接
続
で
き
な
い
環
境
で
取
り
扱
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
情
報
を
含
む
場
合 

４ 

第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ

っ

て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

供
覧
を
受
け
る
者
が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
使
用
で
き
る
環
境
に

２ 

供
覧
す
る
行
政
文
書
の
作
成
は
、
法
令
そ
の
他
特
別
な
定
め
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
報
告
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
入
力
し
、
供
覧
す
る
旨
を
電
磁
的
に
表
示
し
、
記
録
す
る
こ
と
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
紙
文
書
の
添
付
文
書
を
添
付
し
て
行
う
場

合
に
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
供
覧
用
紙

（第
十
号
様
式
）
を
出

力
し
、
こ
れ
に
添
付
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る

。 

         
４ 
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ

っ

て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
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な
い
場
合
又
は
シ
ス
テ
ム
障
害
、
災
害
等
に
よ
り
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
が
利
用
で
き
ず
、
か

つ
、
直
ち
に
供
覧
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

・

・
・
・
・
・
・ 

供
覧
用
紙
又
は
当
該
紙
文
書
に
報
告
事
項
そ
の
他

必
要
な
事
項
及
び
供
覧
す
る
旨
を
記
載
し
、
主
任
者
が
こ
れ
に
署
名

し
、
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法 

二 

略 

三 

前
二
号
の
場
合
を
除
き
、
総
務
課
長
が
第

一
項
に
規
定
す
る 

方

法
に
よ
り
供
覧
が
行
い
難
い
と
認
め
る
場
合 

総
務
課
長
が
別
に
定

め
る
方
法 

５ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
行
政
文
書
の
供
覧
は
、
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
者

が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
次
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

前
項
第

一
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
行
政
文
書
の
供

覧
は
、
当
該
行
政
文
書
を
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
者
に
順
次
回
付
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。 

６ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
文
書
の
内
容
が
重
要
で
あ
る
場
合
に

あ

っ
て
は
、
当
該
行
政
文
書
を
携
帯
し
、
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
者

の
閲
覧
に
供
し
、
供
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

る
と
認
め

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
、
か

つ
、
供
覧
し
よ
う
と
す
る
行
政
文
書
が
紙
文

書
で
あ
る
場
合 

供
覧
用
紙
又
は
当
該
紙
文
書
に
報
告
事
項
そ
の
他

必
要
な
事
項
及
び
供
覧
す
る
旨
を
記
載
し
、
主
任
者
が
こ
れ
に
署
名

し
、
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法 

二 

略 

三 

前
二
号
の
場
合
を
除
き
、
総
務
課
長
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
方

法
に
よ
り
供
覧
が
行
い
難
い
と
認
め
る
場
合 

総
務
課
長
が
別
に
定

め
る
方
法 

５ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
行
政
文
書
の
供
覧
は
、
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
者

が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
次
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

紙
文
書
で
あ
る

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
行
政
文
書
の
供

覧
は
、
当
該
行
政
文
書
を
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
者
に
順
次
回
付
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。 

７ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
文
書
の
内
容
が
重
要
で
あ
る
場
合
に

あ

っ
て
は
、
当
該
行
政
文
書
を
携
帯
し
、
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
者

の
閲
覧
に
供
し
、
供
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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新 

旧 

               第
１
３
号

様
式
（

第
３

２
条
関
係

）
 

 

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
・
行
政
文
書
索
引
 

フ
ァ
イ
ル
名
 

年
度
 

 
保
存
期
間
 

 

 
所
属
 

 
保
存
の
終
期
 

 

文
書
分
類
 

 

N
o
 

件
名
 

記
号
番
号
 

作
成
年
月
日
 

紙
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

                    

              

 

第
１
３
号

様
式
（

第
３

２
条
関
係

）
 

 

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
・
行
政
文
書
索
引
 

フ
ァ
イ
ル
名
 

年
度
 

 
保
存
期
間
 

 
廃
棄
予
定
年
 

 

 
所
属
 

 
保
存
場
所
 

 

分
冊
番
号
 

 
文
書
分
類
 

 

番
号
 

件
名
 

作
成
年
月
日
 

紙
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                  第
１
４
号

様
式
（

第
３

３
条
関
係

）
 

 

年
度
引
継

予
定
表

一
覧

 

 
 
 
 

 
 
課

 

N
o
 

年
度
 

文
書
分
類
 

フ
ァ
イ
ル
名
 

フ
ァ
イ
ル
副
題
 

保
存
期
間
 

引
継
申
請
 

備
考
 

1
 

 
 

 
 

 
 

 

2
 

 
 

 
 

 
 

 

3
 

 
 

 
 

 
 

 

4
 

 
 

 
 

 
 

 

5
 

 
 

 
 

 
 

 

6
 

 
 

 
 

 
 

 

7
 

 
 

 
 

 
 

 

8
 

 
 

 
 

 
 

 

9
 

 
 

 
 

 
 

 

1
0
 

 
 

 
 

 
 

 

1
1
 

 
 

 
 

 
 

 

1
2
 

 
 

 
 

 
 

 

1
3
 

 
 

 
 

 
 

 

                    

               

 

  第
１
４
号

様
式
（

第
３

３
条
関
係

）
 

 

年
度
引
継

予
定
表

一
覧

 

 
 
 
 

 
 
課

 

番
号
 

年
度
 

中
分
類
 

フ
ァ
イ
ル
 

副
題
 

保
存
期
間
 

備
考
 

1
 

 
 

 
 

 
 

2
 

 
 

 
 

 
 

3
 

 
 

 
 

 
 

4
 

 
 

 
 

 
 

5
 

 
 

 
 

 
 

6
 

 
 

 
 

 
 

7
 

 
 

 
 

 
 

8
 

 
 

 
 

 
 

9
 

 
 

 
 

 
 

1
0
 

 
 

 
 

 
 

1
1
 

 
 

 
 

 
 

1
2
 

 
 

 
 

 
 

1
3
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     第
２
０
号

様
式
（

第
３

８
条
関
係

）
 

 

年
度
 
 

 
廃
棄

予
定

表
一
覧

 

 
 
 
 
 
 

保
管
所
属
 

保
存
の
終
期
 

 
 
 
 
 
 
 
課
 

 
 

N
o
 

年
度
 

文
書
分
類
 

フ
ァ
イ
ル
名
 

フ
ァ
イ
ル
副
題
 

保
存
 

期
間
 

媒
体
 

種
別
 

保
存
場
所
 

処
理
 

状
況
 

備
考
 

1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

4
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

7
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

8
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

9
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1
1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                     

                第
２
０
号

様
式
（

第
３

８
条
関
係

）
 

 

年
度
 
 

 
廃
棄

予
定

表
一
覧

 

 
 
 
 
 
 

保
管
課
 

廃
棄
予
定
日
 

 
 
 
 
 
 
 
課
 

 
 

番
号
 

年
度
 

文
書
分
類
 

（
中
分
類
）
 

フ
ァ
イ
ル
 

副
題
 

保
存
 

期
間
 

媒
体
 

種
別
 

処
理
 

内
容
 

保
存
場
所
 

紙
 

備
考
 

1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

9
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
2
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                   第
２
１
号

様
式
（

第
３

８
条
関
係

）
 

 

年
度
 
 

 
保
存

期
間

満
了
前
廃

棄
文
書

一
覧

 

 
 
 
 
 
 

保
管
所
属
 

廃
棄
予
定
日
 

 
 
 
 
 
 
 
課
 

 
 

N
o
 

年
度
 

文
書
分
類
 

フ
ァ
イ
ル
名
 

フ
ァ
イ
ル
副
題
 

保
存
 

期
間
 

媒
体
 

種
別
 

保
存
場
所
 

処
理
 

状
況
 

備
考
 

1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

4
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

7
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

8
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

9
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1
1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

                

                   第
２
１
号

様
式
（

第
３

８
条
関
係

）
 

 

年
度
 
 

 
保
存

期
間

満
了
前
廃

棄
文
書

一
覧

 

 
 
 
 
 
 

保
管
課
 

廃
棄
予
定
日
 

 
 
 
 
課
 

 
 

番
号
 

年
度
 

文
書
分
類
 

（
中
分
類
）
 

フ
ァ
イ
ル
 

副
題
 

保
存
 

期
間
 

保
存
場
所
 

紙
 

備
考
 

1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
 

 
 

 
 

 
 

 
 

9
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                 

 



（令和５年７月１９日 定例教育委員会） 
課 名 高校教育課 

 件 

名 
令和６年度採用山梨県立学校実習助手，寄宿舎指導員選考検査について 

経 

 

 

緯 

昨年度の状況 

  令和５年度採用山梨県立学校実習助手，寄宿舎指導員選考検査 

                                                （令和４年度実施） 

  １ 選考検査種別＜採用者数＞ 

        実習助手（工業）＜２名＞ 

（理科）＜３名＞ 

        寄 宿 舎 指 導 員 ＜４名＞ 

  ２ 願書の受付期間   令和４年 ９月２１日（水）～１０月１９日（水） 

 ３ 検査             令和４年１１月 ５日（土）・ ６日（日） 

                       山梨県立甲府工業高等学校 

  ４ 検査通過者発表  令和４年１２月下旬  

内 

 

 

 

 

 

 

 

容 

令和６年度採用 山梨県立学校実習助手，寄宿舎指導員選考検査実施要項の概要 

 １ 受検資格 

� 地方公務員法第１６条の欠格条項に該当しない者 

� 昭和３９年４月２日以降に出生し，高等学校卒業以上の学歴を有する者 

 ２ 選考検査種別 

   実習助手（理科）（農業）（工業）（商業）  寄宿舎指導員 

  ３ 採用予定数 

    実習助手（理科）＜２名程度＞ 

（農業）＜１名程度＞ 

（工業）＜２名程度＞ 

（商業）＜１名程度＞ 

  寄 宿 舎 指 導 員 ＜２名程度＞ 

いずれも若干名 

  ４ 願書の受付期間及び申込方法 

    受付期間  令和５年８月２３日（水）～９月１３日（水） 

        申込方法  「やまなしくらしねっと」によるインターネット申込 

  ５ 検査 

    ○ 昨年度より選考検査の日程を１か月早めた。 

      期 日 令和５年１０月７日（土）・８日（日） 

        会 場  山梨県立甲府工業高等学校 

        内 容 一般教養，専門教養，適性検査，作文，面接 

 ６ 通過者発表 

    令和５年１１月下旬 

 ７ その他 

  ①加点制度 

   実習助手（理科）（農業）（工業）に加えて商業も加点制度を設けた。 

申請できる免許資格（専門資格）は実施要項に示したものと同等若しくは

それ以上のものとする。 

②令和６年度採用山梨県立学校実習助手・寄宿舎指導員選考検査実施要項等

は，令和５年７月末から周知する予定 

 

報告事項 ６ 

00101117
テキストボックス
－25－



  その他報告  ５   

 

令和５年度第１回いじめ実態調査報告等について   

［別途資料配付］  
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－26－


